
平成２５年度　新潟市立西川図書館指標別評価シート

           西川図書館
区分 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 対前年度比

資料購入費：決算数値（千円） 19,400 23,196 21,197 8.6％減
・岩室図書館は他の図書館と比べると
　行きづらい場所にあるように思えます。

蔵書冊数（点） 270,891 270,463 270,439 0.0％減
　遠くても行きたいと思うような資料があ
　れば，利用する人も増えるはずです。

貸出冊数（点） 363,271 372,673 381,782 2.4％増

登録者数（人） 11,947 12,864 13,996 8.8％増

（内新規登録者数） 1,925 1,440 1,400 2.8％減

区分 平成２３年度 平成２４年度 H25目標値 理由 平成25年度 評点

課題解決型図書館 自己評価

レファレンス件数（件） 927 1,008 1,220 施設目標 990 1
・窓口に職員が少ないと感じた事はあ
　まりありませんでした。

個人予約件数（件） 36,130 41,711 　　　　　　　ー 43,769 4 　

ビジネス支援サービス相談受付件数（件） 　　　　　　ー 　　　　　　　ー 　　　　　　　ー 　　　　　　　ー　　

ホームページアクセス件数（件） 　　　　　　ー 　　　　　　　ー 　　　　　　　ー 　　　　　　　ー　　　

分権型図書館 自己評価

郷土・行政資料の蔵書冊数（冊） 11,050 11,637 　　　　　　　ー 12,473 3

郷土・行政資料の貸出冊数（冊） 3,289 3,641 　　　　　　　ー 4,086 3

学・社・民融合型図書館 自己評価

児童書の貸出冊数（冊） 102,685 102,346 　　　　　　　ー 103,791 3

小中学生への貸出冊数（冊） 36,217 35,647 　　　　　　　ー 42,421 4

子ども・親子対象事業の参加者数（人） 2,208 948 　　　　　　　ー 1,596 4

職場体験受入人数（人） 30 32 　　　　　　　ー 32 3

講師等としての派遣職員数（人） 122 155 　　　　　　　ー 194 4

パートナーシップ型図書館 自己評価

図書館事業のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動者数（延人数） 1,098 879 1,020 対前年度増 696 1
・パートナーシップ型図書館という設定
　が良くない。

ボランティア団体交流会参加者数（人） 10 9 　　　　　　　ー 　 0 1

利用者懇談会の開催回数（回） 2 0 　　　　　　　ー 　 0 1

共催事業の実施回数（回） 27 21 　　　　　　　ー 　 12 1

運営（職員） 自己評価

研修参加職員数（延人数） 208 100 121
対前年度

増
108 2

研修は，新人の採用や異動など，必要に応じて増減するものである。
西川は減少したが，3館が増加したことで，結果的に中央図書館の次
に多くなっている。多ければ良いというものでもない。

１　大変評価する。
　　17％
２　ある程度評価する。
　　83％
３　評価できない。

・研修したことが業務にどのように活か
　されているのか分からないので評価
　するのは難しいです。
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評価指標

外部評価

・西蒲区の図書館は，岩室以外の３館で利用増となって，全体的に貸出冊数を
　増加させることができた（前年比で増加した図書館は，ほかに亀田，黒埼，内野
　図書館がある。黒埼，内野図書館の場合は，坂井輪図書館休館が影響してい
る）。
・岩室では，3年連続して，前年度割れになっている。これは巻図書館開館にとも
　なう利用減ということなのだが，回復の兆しはない。来館者により多く借りていた
　だくためには，資料面の充実を図る必要がある。
・西川，巻，潟東図書館においては，岩室も同様だが，来館者の減少は憂慮すべ
　き状況である。結果的に貸出冊数が増加したものの，繰り返し来館していただけ
　るよう資料の充実はもちろんのこと，好印象を与える魅力をもたなくてはならない。

１　大変評価する。

２　ある程度評価する。
　　100％
３　評価できない。

評価（次年度への展開）

外部評価

・児童書の貸出冊数は，増加した。実感としては，子どもによる貸出
はそう増えてはいないように思える。しかし大人の児童書の貸出は増
えている。児童書のもつ多様な魅力を楽しむことのできる大人が増え
たということではないかと考える。
・小中学生への貸出冊数の増加は，坂井輪図書館休館の影響が大
きい。家族が子どものカード利用をしていることも一因である。
・学校や園へ読み聞かせに行く機会が増えたため，派遣職員数は増
加した。その分，窓口人員配置が厳しくなる。

１　大変評価する。
　　33％
２　ある程度評価する。
　　67％
３　評価できない。

外部評価

郷土・行政資料の利用は年々増加している。図書館としては，この分
野は特に重要であると考える。今後も充実を図っていきたい。

１　大変評価する。
　　67％
２　ある程度評価する。
　　33％
３　評価できない。

窓口に配置する職員を多くしたいところである。他の業務とのやりくり
があるが，残念ながら十分な余裕がなかった。
図書館の基本的なサービスである予約は，現状では決して利用が多
いとは言えないのだが，周知されつつあるようだ。

評価指標

基本的サービス（地区図書室分を含む）

図書館運営全体

自己評価

外部評価

１　大変評価する。

２　ある程度評価する。
　　100％
３　評価できない。

※施策・事業の評点は１：目標値を大きく下回った　２：目標値を少し下回った　３：目標どおり達成　４：目標値を上回って達成
※教育ビジョン：市教育委員会が策定した指針，　新・総合計画：市の目指す都市像に向けた行政計画，　組織目標：市が実施している組織ごとの行政評価

外部評価

・配架・書架整理ボランティアの減少が大きく響いた。現在活動いた
だける時間帯を10時までの開館前としているが，開館時間中にも活
動が可能になる方向で考えていきたい。
・ボランティアグループとの交流会は，格段のテーマがないので実施
しなかった。西蒲区ではおはなしの実施前に，絵本の選定の際，実
施後など日常的に話し合っているので特に必要性はないのかもしれ
ない。26年度も意向をお聞きして開催を考えることとする。
・利用者懇談会は，特定のテーマが見つからないために実施してい
ない。
・共催事業は，一般市民向けの企画の申し込みがあることが，必要
である。

１　大変評価する。
　
２　ある程度評価する。
　　83％
３　評価できない。
　　17％

外部評価

シート№２ 


